
第１回名古屋大学インターナショナル・アドバイザリー・ボード（国際諮問委員会: 

International Advisory Board）が開催される ―高等研究院への提言― 

  

 この度、第１回名古屋大学インターナショナル・アドバイザリー・ボード（国際諮問委

員会：略称 IAB）が、平成１８年２月６日（月）と７日（火）にまたがり、名古屋マリオッ

トアソシアホテルで開催されました。 

 IAB は、名古屋大学の学術研究と教育の更なる充実と発展を図るために総長の諮問機関と

して大学に設置され、ノーベル賞受賞者３名を含む国内外の著名な学識経験者７名の国際

諮問委員で構成されています。本学の研究・教育活動の現状等について国際的水準に照ら

した評価に基づき、各委員から助言や提言を受けることが目的です。初回にあたる今回は、

高等研究院の組織と運営のあり方、および今後の方向性と展望などに関して様々な発言を

いただき、２日間の IAB 日程を大変有意義に終えることができました。 

 IAB 初日には、平野総長による歓迎挨拶の後、野依委員（理化学研究所理事長、本学特別

教授、初代高等研究院長）が議長に選出されました。次いで山本副総長と北住院長による

名古屋大学および高等研究院の概要と研究活動等の説明、そして続いて高等研究院教員候

補者若手３名による研究発表が行われました。これを受けて、野依議長の司会により高等

研究院のあり方について活発な意見交換が行われました。初日の議論の焦点は野依議長が

掲げた次の５項目でした。 

１．名古屋大学における特に優れた研究の認知 

２．最先端研究および萌芽的研究の支援 

３．学際的・国際的交流の触発と振興 

４．大学の学術研究について独立した立場から見識ある助言を大学に与えること 

５．一般社会における科学の重要性の認知と理解の促進 

 IAB２日目は、初日の議論を踏まえて、高等研究院に対する提言が各委員から活発になさ

れました。議論の焦点はより具体的な次の４項目に移りました。 

１．高等研究院研究プロジェクトの促進と評価のあり方 

２．高等研究院における研究環境のあり方 

３．高等研究院の研究成果の発信のあり方 

４．高等研究院の組織と運営のあり方 

 議論では、名古屋大学のプレゼンスを高めるために高等研究院の存在意義の大きさが強

調されました。さらに、本院運営の方針や方法の見直しも議論され、学術的素養を有する

専門職員や事務職員の配置、国内外の優秀な研究者を効果的に招聘ないしは雇用して人的

交流を活発化することの必要性、将来性の高い研究者、特に卓越した若手研究者を発掘す

るための評価基準の策定などに関わり、多彩な意見が寄せられました。 

 今回の IAB で行われた議論の結果は、野依議長によって「総長への提言」として最終的

にまとめられる予定です。 
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会議日程 

   ２月６日（月）     

           ９：３０   開会：平野総長 

         １０：００    名古屋大学の概要、研究活動等の説明・質疑応答 

         １０：４５    高等研究院の概要の説明・質疑応答 

         １３：３０   高等研究院の研究活動の説明・質疑応答 

                 福井康雄教授［物理学分野］ 

                近藤孝男教授［生命科学分野］ 

                    磯部 稔教授［化学分野］ 

              佐藤彰一教授［文系・社会科学分野］  

        １５：４０   若手研究者による研究プロジェクト提案説明・質疑応答 

        １６：５０   高等研究院に対する意見（司会：野依議長） 

        １８：００   終了 

 

   ２月７日（火）       

                     

          ９：３０   高等研究院についての提言案とりまとめ（司会：野依議長） 

         １１：３０    閉会：平野総長・北住院長 

         １１：４０    記者会見 


